
軍
事
政
権
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

（ビ
ル
マ
）

へ
の
訪
間
を
重
ね

て
‐７
年
。

「人
間
の
営
み
を
、

一
瞬

一
瞬
を
大
切
に
と
ら
え
た

い
」
と
撮
り
続
け
た
８
万
枚
の

写
真
の
中
か
ら
約
８０
枚
を
選

び
、
取
材
の
過
程
を
記
し
た

「
閉
ぎ
さ
れ
た
国
ビ
ル

マ
」

（高
文
研
）
を
出
版
し
た
。

武
装
闘
争
の
最
前
線
で
食
料

と
な
る
大
蛇
を
仕
留
め
皮
を
は

ぐ
少
数
民
族

カ
レ
ン
人
の
兵

士
、
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で
勉

強
す
る
難
民
キ

ャ
ン
プ

の
少

年
、
公
園
で
傘
に
隠
れ
て
抱
き

合
う
若
い
男
女
…
。
民
衆
の
生

活
に
寄
り
添
い
、
そ
の
表
情
を

切
り
取

っ
た
写
真
が
ペ
ー
ジ
を

飾
る
。

神
戸
市
の
中
学
の
英
語
教
師

だ

っ
た
が

「世
界
を
見
て
回
り

た
い
」
Ｌ
２
年
で
退
職
し
、
１

９
９
０
年
に
米
ボ
ス
ト
ン
の
写

真
学
校
に
。
そ
こ
で
内
戦
下
の

中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
難
民
の

デ
モ
行
進
に
遭
遇
し
た
こ
と
が

き

っ
か
け
で
同
国
に
向
か
い
、

取
材
活
動
を
始
め
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停
戦
後

は
ミ
ャ
ン
マ
ー

ヘ
。
難
民
キ
ャ

ン
プ
生
ま
れ
の
カ
レ
ン
人
女
性

が
見
た
こ
と
も
な
い
祖
国
の
た

め
に
戦
う
苦
悩
や
、
民
主
化
闘

争
の
活
動
家
が

「市
民
生
活
を

混
乱
さ
せ
ず
に
軍
政
を
打
倒
で

き
な
い
か
」
と
模
索
す
る
姿
な

ど
に
直
面
。
取
材
に
の
め
り
込

み
、
ビ
ル
マ
語
も
覚
え
た
。

「軍
政
が

コ
メ
の
供
出
を
命

じ
て
も
石
を
交
ぜ
る
し
た
た
か

さ
や
知
恵
が
市
民
に
は
あ
る
」
。

そ
ん
な
生
命
力
に
引
か
れ
レ
ン

ズ
を
向
け
る
。

「危
険
で
も
自
分
の
日
で
確

か
め
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
仲
間

が
撃
ち
殺
し
た
ヤ
マ
ネ
コ
を
食

べ
赤
痢
に
か
か

っ
た
り
、
地
雷

原
に
入
り
冷
や
汗
を
か
き
な
が

ら
脱
出
し
た
り
。
目
標
は
日
本

全
国
を
く
ま
な
く
歩
い
て
記
録

を
残
し
た
民
俗
学
者
宮
本
常

一
。
神
戸
市
出
身
の
４７
歳
。

軍
事
政
権
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
撮
り
続
け
る

フ
オ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

つヽ

　

だ
一
　

　

　

一ゆ

つヽ

か″ヽ

つ

宇
田
　
有
三
さ
ん

つ 出

政
府
の
明
確
な
方
針
と
具
体

Ｌ
一一口う
段
階
で
は
な
い
」
と
し

一
て
。
首
都
、
阪
神
の
両
高
速

的
な
案
を
示
し
、
移
設
ま
で

一た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一道
路
会
社
は
２
０
０
８
年
秋

Ｄ
野

ｂ
ヨ
典
生
余
ｋ
Ｌ
騒
卦

一　

二田
瓢
氏
ゞ
恒
淮
川
叫
鑓
Ｄ

一竺
ヨ
票
こ
恒
維
川
叫
鑓

＼
Ｄ

自
公
政
権
下
の
０８
年
８
月
に

決
ま

っ
た
経
済
対
策
で
、
Ｈ

暮
護
ス
筆
こ
桂
美
一９
ヽ
■
⊂

針
通
り
に
実
現
す
る
考
え
を

強
調
し
た
。

山
害
拍
ヘ
コ
贅
我
各
旦
当
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う
負
担
し
て
い
く
か
が
課
題

に
な
る
。
日
本
郵
政
は
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
貯
金
の
預
入

限
度
額
引
き
上
げ
な
ど
で
収

益
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い

加
が
経
営
の
重
荷
と
な
る
恐

れ
も
あ
る
。

（１
面
参
照
）

日
本
郵
政
の
２
０
０
９
年

３
月
期
連
結
決
算
の
純
利
益

は
４
２
２
７
億
円
。
非
正
規

郵
政
改
革
の
見
直
し
で

は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
預
入

限
度
額
を
現
行
の
■
千
万
円

か
ら
３
千
万
円
に
、
か
ん
ぼ

生
命
保
険
の
保
険
金
上
限
額

し
、
運
用
益
の
拡
大
に
よ
っ

て
人
件
費
増
加
に
対
応
す
る

シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、
貯
金
や
保
険
契

約
が
ど
の
程
度
伸
び
る
か
は

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
運
用

は
国
債
に
偏
っ
て
い
る
。
「資

金
量
が
こ
れ
以
上
増
え
て

も
、効
率
的
運
用
は
難
し
い
」

と
の
見
方
も
あ
る
。
収
益
が

な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

社
会
的
な
要
請
に
応
え
よ
う

と
し
て
い
る
半
面
、
経
営
面

で
の
不
安
を
解
消
し
切
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
だ
。

軍
事
政
権
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
（ビ
ル
マ
）

へ
の
訪
間
を
重
ね
て
１７
年
。

「人
間
の
営

み
を
、
一
瞬

一
瞬
を
大
切
に
と
ら
え
た
い
」

と
撮
り
続
け
た
８
万
枚
の
写
真
の
中
か
ら

約
８０
枚
を
選
び
、
取
材
の
過
程
を
記
し
た

「閉
ざ
さ
れ
た
国
ビ
ル
マ
」

（高
文
研
）

を
出
版
し
た
。

武
装
闘
争
の
最
前
線
で
食
料
と
な
る
大

蛇
を
仕
留
め
皮
を
は
ぐ
少
数
民
族
カ
レ
ン

人
の
兵
士
、
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で
勉
強

す
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
少
年
、
公
園
で
傘

に
隠
れ
て
抱
き
合
う
若
い
男
女
…
。
民
衆

の
生
活
に
寄
り
添
い
、
そ
の
表
情
を
切
り

取
っ
た
写
真
が
ベ
ー
ジ
を
飾
る
。

んさ
“
一一一

い
有

だ
田

う
宇

神
戸
市
の
中
学
の
英
語
教
師
だ
っ
た
が

「世
界
を
見
て
回
り
た
い
」
と
２
年
で
退

職
し
、
■
９
９
０
年
に
米
ボ
ス
ト
ン
の
写

真
学
校
に
。
そ
こ
で
内
戦
下
の
中
米
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
難
民
の
デ
モ
行
進
に
遭
遇
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
同
国
に
向
か
い
、

取
材
活
動
を
始
め
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停
戦
後
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
ヘ
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
生
ま
れ
の
カ
レ

ン
人
女
性
が
見
た
こ
と
も
な
い
祖
国
の
た

め
に
戦
う
苦
悩
や
、
民
主
化
闘
争
の
活
動

家
が

「市
民
生
活
を
混
乱
さ
せ
ず
に
軍
政

を
打
倒
で
き
な
い
か
」
と
模
索
す
る
姿
な

ど
に
直
面
。
取
材
に
の
め
り
込
み
、
ビ
ル

マ
語
も
覚
え
た
。

「軍
政
が
コ
メ
の
供
出
を
命
じ
て
も
石

を
交
ぜ
る
し
た
た
か
さ
や
知
恵
が
市
民
に

は
あ
る
」
。
そ
ん
な
生
命
力
に
引
か
れ
レ

ン
ズ
を
向
け
る
。

「危
険
で
も
自
分
の
目
で
確
か
め
る
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
仲
間
が
撃
ち
殺
し
た
ヤ
マ

ネ
コ
を
食
べ
赤
痢
に
か
か
っ
た
り
、
地
雷

原
に
入
り
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
脱
出
し

た
り
。
目
標
は
日
本
全
国
を
く
ま
な
く
歩

い
て
記
録
を
残
し
た
民
俗
学
者
宮
本
常

一
。
神
戸
市
出
身
の
４７
歳
ｏ

軍事政権下のミャンマーを撮り続ける
フォトジャーナリスト

′ヽ

琲

に
す
る

れ
も
給

は
な
い

要
求
に

こ
の

相
莉

21日   22日   23日
(日 ) (月 ) (火 )

…甚 j tt tljllr" “、ハ:  nt鳥 lJ絋

田
ω



只
地

な
く

一
と

一

．
無

・

報
に

た
東

い
。

理
の

現
の

と
L5イ

易
ヤま が 千 や 髪蟄程

て
こ
ζセ 毛寝窯

V婿 に

く

金

ロ

て
、
今
国
会

へ
の
提
出
を

見
送
る
方
針
を
民
主
党
に

に
戻
σ́
Ｚ
耐
え
４
　
一匡
ネ

化
導
入
に
向
け
た
調
査
な

ど
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
作

調
査
や
政
府
内
の
検
討
作

業
は
最
短
で
も
Ｈ
年
６
月

あ
り
、
党
内
で
は
今
国
会

へ
の
法
案
提
出
を
求
め
る

「世
界
を
見
て
回
り
た
い
」
と
２
年
で
退

職
し
、
■
９
９
０
年
に
米
ボ
ス
ト
ン
の
写

真
学
校
に
。
そ
こ
で
内
戦
下
の
中
米

エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
難
民
の
デ
モ
行
進
に
遭
遇
し

た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
同
国
に
向
か
い
、

取
材
活
動
を
始
め
た
。
　

　

　

，

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停
戦
後
は
ミ
ャ
ン

マ
ー

ヘ
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
生
ま
れ
の
カ
レ

ン
人
女
性
が
見
た
こ
と
も
な
い
祖
国
の
た

め
に
戦
う
苦
悩
や
、
民
主
化
闘
争
の
活
動

家
が

「市
民
生
活
を
混
乱
さ
せ
ず
に
軍
政

を
打
倒
で
き
な
い
か
」
と
模
索
す
る
姿
な

ど
に
直
面
。
取
材
に
の
め
り
込
み
、
ビ
ル

マ
語
も
覚
え
た
。

「軍
政
が
コ
メ
の
供
出
を
命
じ
て
も
石

を
交
ぜ
る
し
た
た
か
さ
や
知
恵
が
市
民
に

は
あ
る
」
。
そ
ん
な
生
命
力
に
引
か
れ
レ

ン
ズ
を
向
け
る
。

「危
険
で
も
自
分
の
目
で
確
か
め
る
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
仲
間
が
撃
ち
殺
し
た
ヤ
マ

ネ

コ
を
食
べ
赤
痢
に
か
か

っ
た
り
、
地
雷

原
に
入
り
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
脱
出
し

た
り
。
目
標
は
日
本
全
国
を
く
ま
な
く
歩

い
て
記
録
を
残
し
た
民
俗
学
者
、
宮
本
常

一
。
神
戸
市
出
身
の
新
歳
。
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高 を の え 間 ル

施
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
を

管
理
す
る
県
産
業
振
興
推

進
本
部

（本
部
長
＝
尾
崎

正
直
知
事
）
は
１７
日
、
県

内
７
プ

ロ
ッ
ク
で
進
め
る

２
０
■
０
年
度
地
域
ア
ク

シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

（Ａ
Ｐ
）

を
、

０９
年
度
よ
り
１７
件
増

の
２３８
項
目
に
拡
充
す
る
改

定
案
を
確
認
し
た
。

新
た
に
２２
項
目
を
追
加

す
る

一
方
、
既
存
の
２２‐
項

目
の
う
ち
、
産
業
分
野
別

の
産
業
成
長
戦
略
に
変
更

す
る

「県
漁
協
直
販
施
設

で

の
鮮

魚

等

の
販

売
促

進

」

（
県

漁
協

）

を
削

除
。
ほ
か
に
同

一
地
域
内

で
の
取
り
組
み
を
統
合
、

分
割
し
て
再
編
し
た
。

新
た
な
追
加
は
、
高
知

市
中
心
市
街
地
活
性
化
に

向
け
た

「高
知
に
ぎ
わ
い

東
西
軸
活
性
化
プ
ラ
ン
」

（仮
称
）
▽

「地
場
産
品

直

販

所

の
機

能

強

化
」

（芸
西
村
）
▽

「
四
万
十

の

栗

再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

卜

」

（
四
万
十

町

）

▽

設
整
備
事
業
」

（土
佐
清

水
市
）
な
ど
。

改
定
案
は
２３
日
の
県
産

業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
委
員
会
に
示
さ
れ
、

産
業
成
長
戦
略
の
追
加

・

拡
充
も
含
め
、

１０
年
度
の

計
画
と
し
て
最
終
決
定
す

る
予
定
。

（小
林
　
司
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域

高
知
市
４０
ヵ
所
追
加

県
は
１７
日
ま
で
に
、
豪

雨
な
ど
で
が
け
崩
れ
や
土

石
流
が
発
生
す
る
恐
れ
の

あ
る
危
険
個
所
の
う
ち
、

高

知
市

の

４０

ヵ

所

（
三

里
、
浦
戸
、

一
宮
な
ど
）

を
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く

「警
戒
区
域
」
に
追

加
指
定
し
た
。

今
回
で
土
佐
山
、
鏡
、

春
野
町
を
除
く
旧
高
知
市

地
域
の
指
定
が
完
了
。
警

戒
区
域
指
定
の
累
計
は
５

市
■
町
で
計
３
２
４
６
カ

所
と
な

っ
た

。

100'ヽ 11や
。



∪
０
万
円

枠
の
湖
岸

栢
ん
で
引

）
浜
松
市

ｈ″
千ロド
劇
、．

』ガ
キ

ロド
川
、

力
Ｆ
厨
そ

ほ

「財
政

で
、
あ
り

い
る
。

利
率
は
国

一
し
た
年

百
仝
一一員
に

え
る
。

り
２
０
■

上
本
が
こ

叩
関
係
者

ソ
イ
ン
の

つ
。

ほ
、
資
金

ソ
イ
ン
を

新
ス
パ
コ

現
し
た
。

１
０
０
万

一を
入
力
で

，定
の
最
高

一記
憶
保
持

一時
書
き
込

・リ
ー
）
の

一情
報
密
度

人間の営みを、二瞬一瞬を大切にとらえたい

軍 事 政 権 下 の ミ ャ ン マ ー を 撮 り続 け る フ ォ トジ ャー ナ リス ト

珀

S
ここ
里́

ヽ

Ｊ
ほ
噌

猫

や
欠

員 んさ
旬
一一一

”
有

だ
田

つヽ

生

Ｊ

軍
事
政
権
下
の
ミ
ャ
ン
マ

ー

（ビ
ル
マ
）
へ
の
訪
間
を

重
ね
て
１７
年
。

「人
間
の
営

み
を
、　
一
瞬

一
瞬
を
大
切
に

と
ら
え
た
い
」
と
撮
り
続
け

た
８
万
枚
の
写
真
の
中
か
ら

約
８０
枚
を
選
び
、
取
材
の
過

程
を
記
し
た

「閉
ざ
さ
れ
た

国
ビ
ル
マ
」

（高
文
研
）
を

出
版
し
た
。

武
装
闘
争
の
最
前
線
で
食

料
と
な
る
大
蛇
を
仕
留
め
皮

を
は
ぐ
少
数
民
族
カ
レ
ン
人

の
兵
士
、
ろ
う
そ
く
の
灯
の

下
で
勉
強
す
る
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
少
年
、
公
園
で
傘
に
隠

れ
て
抱
き
合
う
若
い
男
女

…
。
民
衆
の
生
活
に
寄
り
添

い
、
そ
の
表
情
を
切
り
取
っ

た
写
真
が
ペ
ー
ジ
を
飾
る
。

神
戸
市
の
中
学
の
英
語
教

師
だ
っ
た
が

「世
界
を
見
て

回
り
た
い
」
と
２
年
で
退
職

し
、
■
９
９
０
年
に
米
ボ
ス

ト
ン
の
写
真
学
校
に
。
そ
こ

で
内
戦
下
の
中
米
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
難
民
の
デ
モ
行
進
に

遭
遇
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
同
国
に
向
か
い
、
取
材
活

動
を
始
め
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停
戦

後
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
ヘ
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
生
ま
れ
の
カ
レ
ン

人
女
性
が
見
た
こ
と
も
な
い

祖
国
の
た
め
に
戦
う
苦
悩

や
、
民
主
化
闘
争
の
活
動
家

が

「市
民
生
活
を
混
乱
さ
せ

ず
に
軍
政
を
打
倒
で
き
な
い

か
」
と
模
索
す
る
姿
な
ど
に

直
面
。取
材
に
の
め
り
込
み
、

ビ
ル
マ
語
も
覚
え
た
。

「軍
政
が
コ
メ
の
供
出
を

命
じ
て
も
石
を
交
ぜ
る
し
た

た
か
さ
や
知
恵
が
市
民
に
は

あ
る
」
。
そ
ん
な
生
命
力
に

引
か
れ
レ
ン
ズ
を
向
け
る
。

「危
険
で
も
自
分
の
目
で

確
か
め
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

仲
間
が
撃
ち
殺
し
た
ヤ
マ
ネ

コ
を
食
べ
赤
痢
に
か
か
っ
た

り
、
地
雷
原
に
入
り
冷
や
汗

を
か
き
な
が
ら
脱
出
し
た

り
。
日
標
は
日
本
全
国
を
く

ま
な
く
歩
い
て
記
録
を
残
し

た
民
俗
学
者
宮
本
常

一
。
神

戸
市
出
身
の
４７
歳
。

る
と
い
う
。

１８
日
か
ら
広
島

市
で
開
か
れ
る
日
本
再
生
医

療
学
会
で
発
表
す
る
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
無
限
に
増

子
を
調
べ
、
一
部
の
遺
伝
子
が

増
え
た
り
欠
損
し
た
り
す
る

異
常
が
１２
株
で
見
つ
か

っ

た
。
６
～
６３
回
植
え
継
い
だ
株

海
水
浴
場
も

原
則
禁
煙

へ

神
奈
川
、都
道
府
県
初

神
奈
川
県
は
、
県
内
の
海

水
浴
場
を
原
則
禁
煙
と
す
る

条
例
改
正
案
を
県
議
会
に
提

出
し
、
厚
生
常
任
委
員
会
で

・７
日
夜
、
可
決
さ
れ
た
。

１９

日
の
本
会
議
で
可
決
、
成
立

す
る
見
通
し
で
、
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
県
に

よ
る
と
、
条
例
で
海
水
浴
場

を
禁
煙
に
す
る
の
は
都
道
府

県
で
は
初
め
て
。

県
は

「安
全
で
き
れ
い
な

海
水
浴
場
で
、
観
光
客
が
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る

た
め
」
と
説
明
し
て
い
る
。

改
正
さ
れ
る
の
は
海
水
浴

場
や
プ
ー
ル
の
設
置
条
件
な

ど
を
定
め
た

「水
浴
場
条

例
」
。
改
正
案
は
喫
煙
所
の

設
置
は
認
め
る
も
の
の
、
海

水
浴
場
で
は
原
則
禁
煙
と
す

る
。
罰
則
規
定
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。

ク

ロ

マ

グ

回

否

決

「全
力
を
尽
く
す
」

水
産
庁
長
官
ド
ー
ハ
入
り

【ド
ー
ハ
共
同
】
水
産
庁

の
町
田
勝
弘
長
官
は
１７
日
、

ワ
シ
ン
ト

ン
条
約
締
約
国

会
議
が
開
か
れ
て
い
る
カ

タ
ー
ル

・
ド
ー
ハ
に
入
り
、

日
本
が
反
対
を
表
明
し
て

い
る
大
西
洋

・
地
中
海
の
ク

ロ
マ
グ

ロ
の
取
引
を
全
面

禁
止
す
る

「付
属
書
■
」
へ

の
掲

載

提

案

に

つ
い

て

/   ＼



断
が
確
語
で
き
る

工
を
認
め
た
。
同

一
同

一
事
業

所
の

ん
で
は
最
多
。

十
金
保
険
法
で
は

ほ
２
年
を
経
過
後

禾
所
は
保
険
料
の

し
き
な
い
が
、
厚

ビ
ー
ク
が
分

ル
業
界
や
飲

の
雇
用
が
可

「ビ
ス
は
向

田
に
旅
行
を

要
も
引
き
出

っ
て

「国
内

ビ
ス
を
向
上

日
本
の
観
光

込
ん
で
い
け

）
わ
け
だ
。

夫
現
に
は
、

に
し
た
観
光

仔
の
緩
和
も

以
府
内
で
は

か
ら
慎
重
な

戸
が
出
る
な

し
て
い
る
。

◇
比
月
末
の
臨

し
た

「成
長

力
針
は
、

２０

珂
で
国
内
総

・
は
名
目
３

い長
を
目
指

ほ
総
花
的
で

一は
疑
問
符

ほ
ど
う
や
っ

備
を
立
て
直

フ
と
し
て
い

戦
略
を
検
証
2010.3.18

年
金
律

へ
反
映
さ
れ
る
く

同
委
が
訂
正
を
認
め
た

の
は
３
４
０
件
、
不
認
定

は
５
７
４
件
と
な

っ
た
。

（岩
下
勉
）

熊
本
労
働
局
の
諮
問
機

関

「
熊
本
地
方
労
働
審
議

会
」

（会
長

ｏ
永
尾
孝
雄

県
立
大
教
授
）
は
１７
日
、

ど
を
柱
と
す
る
２
０
１
０

年
度
の
労
働
行
政
運
営
方

針
を
了
承
し
た
。

熊
本
市
の
ホ
テ
ル
に
委

員
や
職
員
ら
約
３０
人
が
出

軍
事
政
権

下

の
ミ

ャ

ン

マ
ー

（ビ
ル

マ
）

へ
の
訪
間
を
重
ね
て

・７
年
。

「人
間
の
営
み
を
、　
一
瞬

一
瞬
を
大
切
に
と
ら
え
た
い
」
と

撮
り
続
け
た
８
万
枚
の
写
真
の
中

か
ら
約
８０
枚
を
選
び
、
取
材
の
過

程
を
記
し
た

「
閉
ざ
さ
れ
た
国
ビ

ル
マ
六
高
文
研
）
を
出
版
し
た
。

武
装
闘
争
の
最
前
線
で
食
料
と

な
る
大
蛇
を
仕
留
め
皮
を
は
ぐ
少

数
民
族
カ
レ
ン
人
の
兵
士
、
ろ
う

そ
く
の
灯
の
下
で
勉
強
す
る
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
少
年
、
公
園
で
傘
に

隠
れ
て
抱
き
合
う
若
い
男
女
…
。

民
衆
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
そ
の

表
情
を
切
り
取

っ
た
写
真
が
ペ
ー

ジ
を
飾
る
。

神
戸
市
の
中

学
の
英
語
教
師

だ
っ
た
が

「世

界
を
見
て
回
り

た
い
」
と
２
年
で
退
職
し
、
１
９

９
０
年
に
米
ボ
ス
ト
ン
の
写
真
学

校
に
。
そ
こ
で
内
戦
下
の
中
米

エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
難
民
の
デ
モ
行
進

に
遭
遇
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で

同
国
に
向
か
い
、
取
材
活
動
を
始

め
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停
戦
後
は

ミ
ャ
ン
マ
ー

ヘ
。
難
民
キ
ャ
ン
プ

生
ま
れ
の
カ
レ
ン
人
女
性
が
見
た

こ
と
も
な
い
祖
国
の
た
め
に
戦
う

苦
悩
や
、
民
主
化
闘
争
の
活
動
家

が

「
市
民
生
活
を
混
乱
さ
せ
ず
に

軍
政
を
打
倒
で
き
な
い
か
」
と
模

索
す
る
姿
な
ど
に
直
面
。
取
材
に

の
め
り
込
み
、
ビ
ル
マ
語
も
覚
え

た
。

「軍
政
が
一
メ
の
供
出
を
命

〓

じ
て
も
石
を
交
ぜ
る
し
た
た
か
さ

や
知
恵
が
市
民
に
は
あ
る
」
。
そ

ん
な
生
命
力
に
引
か
れ
レ
ン
ズ
を

向
け
る
。

「
危
険

で
も
自
分
の
目
で
確
か

め
る
」
が
モ

ッ
ト
ー
。
仲
間
が
撃

っ
た
ヤ

マ
ネ

コ
を
食
べ
赤
痢
に
か

か

っ
た
り
、
地
雷
原
に
入
り
冷
や

汗
を
か
き
な
が
ら
脱
出
し
た
り
。

目
標
は
日
本
全
国
を
く
ま
な
く
歩

い
て
記
録
を
残
し
た
民
俗
学
者
宮

本
常

一
。
神
戸
市
出
身
。

(47)

う だ

宇田
軍事政権下の ミ ャンマーを
撮 り続 けるフ ォ トジ や一ナ リス ト

盪
菱
電
寝
基
■
瀬

荒 瀬 ダ ム
水利権延長

魚球

藝磨
起JH

んさも一一一
い有

よ
る
就
酬

の
安
全
ル

④
男
女
の

会
と
待
偶

項
目
の
重

つ
い
て
説

若

者

（

は
、
未
就

者
ら
の
正

し
す
る

「

用
事
業
」

カ
ナ
ダ

州
の
水
銀

た
め
、
熊

田
正
純
教

る
調
査
団

に
出
発
す

ら

の
力

＋

は
、
２
０

７
回
目
。

汚
染
は

カナダの水銀汚染


